
値
」
の
下
に
「
を
換
算
係
数
」
を
加
え
、同
項
の
表
中
「

出
力
六
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満

〇
・
八

」
を

「

出
力
六
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満

出
力
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
千
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満

出
力
千
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
二
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満

〇
・
八

一
・
〇

一
・
二
」

に
改
め
る
。

官

庁

報

告

平成™œ年�月™Ÿ日 金曜日 (号外第˜šŸ号)官 報

総
合
特
別
区
域
基
本
方
針
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
2
3年
法
律
第
8
1号
）第
７
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

総
合
特
別
区
域
基
本
方
針
（
平
成
2
3年
８
月
1
5日
閣
議
決
定
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

第
五
の
２
{
ｉ
ア
）
中
「
装
置
」
の
次
に
「
、
器
具
及
び
備
品
（
器
具
及
び
備
品
に
つ
い
て
は
、専
ら
開
発
研
究（
新

た
な
製
品
の
製
造
又
は
新
た
な
技
術
の
発
明
に
係
る
試
験
研
究
と
し
て
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
3
2年
政
令
第

4
3号
）
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。）の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
五
の
２
{
ｉ
イ
）
中
「
機
械
・
装
置
：
2¶
0
0
0万
円
以
上

建
物
・
附
属
設
備
・
構
築
物
：
１
億
円
以
上
」
を
「
機
械
・
装
置
：
2¶
0
0
0万
円
以
上

器
具
・
備
品
：
1¶
0
0
0万
円
以
上

建
物
・
附
属
設
備
・
構
築
物
：
１
億

円
以
上
」
に
改
め
る
。 官

庁

事

項

第
四
条
第
六
号
中
「
毎
年
四
回
（
」
を
「
三
月
に
一
回
以
上
。
た
だ
し
、」に
、「
毎
年
二
回
）」を
「
六
月
に
一
回
」

に
改
め
、
同
条
第
七
号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
中
「
毎
年
二

回
」
を
「
六
月
に
一
回
」
に
改
め
る
。

第
二
条

平
成
十
五
年
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
四
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
な
お
、
次
表
に
掲
げ
る
換
算
係
数
に
、
次
条
第
二
号
の
二

本
文
の
発
電
所
及
び
同
条
第
九
号
の
需
要
設
備
（
小
規
模
高
圧
需
要
設
備
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
〇
・
四
五
、
同
条

第
二
号
の
二
た
だ
し
書
及
び
第
四
号
の
発
電
所
に
つ
い
て
は
〇
・
二
五
、同
条
第
七
号
及
び
第
八
号
の
需
要
設
備（
小

規
模
高
圧
需
要
設
備
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
〇
・
六
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
た
数
値
を
換
算
係
数
と
す
る
。」を
削
り
、
同

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
表
に
掲
げ
る
換
算
係
数
に
、
次
条
第
二
号
の
二
本
文
の
発
電
所
及
び
同
条
第
九
号
の
需
要
設
備
（
小
規

模
高
圧
需
要
設
備
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
〇
・
四
五
、
同
条
第
二
号
の
二
た
だ
し
書
及
び
第
四
号
の
発
電
所
に
つ

い
て
は
〇
・
二
五
、同
条
第
七
号
及
び
第
八
号
の
需
要
設
備（
小
規
模
高
圧
需
要
設
備
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
〇
・

六
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
た
値
を
換
算
係
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
条
第
四
号
の
発
電
所
で
あ
っ
て
、
同
号
イ
に
掲
げ

る
設
備
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
〇
・
三
三
、同
号
ロ
に
掲
げ
る
設
備
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
〇
・
三
一
、

同
号
ハ
に
掲
げ
る
設
備
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
〇
・
三
六
、
同
号
ニ
に
掲
げ
る
設
備
を
有
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
〇
・
四
二
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
た
値
を
換
算
係
数
と
す
る
。

第
四
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

太
陽
電
池
発
電
所
に
あ
っ
て
は
六
月
に
一
回
以
上
。
た
だ
し
、
当
該
太
陽
電
池
発
電
所
が
次
に
掲
げ
る
設
備

を
有
す
る
場
合
の
当
該
設
備
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

イ

保
安
上
の
責
任
分
界
点
か
ら
逆
変
換
装
置
の
系
統
側
接
続
箇
所
ま
で
の
設
備
（
以
下
「
受
変
電
設
備
」
と

い
う
。）で
あ
っ
て
、
第
六
号
本
文
及
び
第
九
号
に
準
ず
る
も
の

三
月
に
一
回
以
上

ロ

受
変
電
設
備
で
あ
っ
て
、
第
六
号
た
だ
し
書
に
準
ず
る
も
の

六
月
に
一
回
以
上

ハ

受
変
電
設
備
で
あ
っ
て
、
第
七
号
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
設
備
条
件
の
全
て
に
適
合
す
る
信
頼
性
の
高
い
も

の
又
は
低
圧
受
電
の
も
の

隔
月
に
一
回
以
上

ニ

受
変
電
設
備
（
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
毎
月
一
回
以
上

附

則

第
一
条

こ
の
告
示
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

第
二
条

前
条
た
だ
し
書
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
規
則
」
と
い

う
。）第
五
十
二
条
第
二
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
事
業
場
が
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
十
五
年
経
済
産

業
省
告
示
第
二
百
四
十
九
号
第
三
条
又
は
第
四
条
の
規
定
に
適
合
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
事
業
場
に
つ
い

て
は
、
第
二
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
第
五
十
三
条
第
一
項
の
申
請
が
前
条
た
だ
し
書
の
規
定

の
施
行
の
後
で
あ
る
事
業
場
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
六
十
三
号

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
経
済

産
業
省
令
第
四
十
六
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
回
避
可
能
費
用
単
価
等
を
定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
経

済
産
業
省
告
示
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

第
四
条
第
一
号
の
表
北
陸
電
力
株
式
会
社
の
項
中
「
四
・
三
三
円
」
を
「
四
・
三
七
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
イ

中
「
七
・
五
九
円
」
を
「
七
・
六
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
電
気
事
業
者
が
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
以
後
に
特
定
契
約
に
基
づ
き
調
達

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
に
係
る
交
付
金
の
額
の
算
定
か
ら
適
用
し
、
電
気
事
業
者
が
同
日
前
に
特
定
契
約
に

基
づ
き
調
達
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
に
係
る
交
付
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
六
十
四
号

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）第
五
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
五
年
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
四
十
九
号
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
二
第
一
号
ロ
の
要
件
、
第

一
号
ハ
及
び
第
二
号
ロ
の
機
械
器
具
並
び
に
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
ハ
の
算
定
方
法
等
並
び
に
第
五
十
三
条
第
二
項
第

五
号
の
頻
度
に
関
す
る
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

第
一
条

平
成
十
五
年
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
四
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を「（
算
定
方
法
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
発
電
所
、
需
要
設
備
又
は
配
電
線
路
」を「
自

家
用
電
気
工
作
物
」
に
改
め
、「
得
た
値
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
換
算
値
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
十

件
ま
で
を
当
該
値
か
ら
除
く
」
を
「
、
当
該
合
計
し
た
値
か
ら
十
以
内
の
事
業
場
に
係
る
換
算
値
を
控
除
す
る
」
に

改
め
、「
な
お
」
の
下
に
「
、
次
表
に
掲
げ
る
換
算
係
数
に
」
を
、「
発
電
所
及
び
」
の
下
に
「
同
条
」
を
加
え
、「
次
表

に
掲
げ
る
換
算
係
数
に
〇
・
四
五
を
」
を
「
〇
・
四
五
」
に
、「
〇
・
二
五
を
」
を「
〇
・
二
五
」に
改
め
、「
乗
じ
た
数

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
六
十
六
号

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
員
法
第
百
四
条
第
一
項
の
市
町

村
長
を
指
定
す
る
告
示
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平

成
二
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

附
則
第
二
条
の
表
出
雲
市
長
の
項
中
「
旧
簸
川
郡
大
社
町
」
を
「
旧
出
雲
市
」
に
改
め
る
。
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